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公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家

─
─
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
そ
の
養
成
と
役
割
─
─

佐　
　

伯　
　

彰　
　

洋

一　

は 
じ 
め 
に

　

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
八
日
に
大
阪
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家
」
に
お

け
る
配
布
資
料
と
し
て
作
成
し
た
原
稿
を
基
に
、
こ
れ
を
加
筆
修
正
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
行
政
機
関
等
の
公
的
部
門
に
従
事

す
る
法
律
専
門
家
は
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
法
律
専
門
家
の
養
成
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

る
の
か
、
そ
の
一
端
を
紹
介
し
、
我
が
国
の
状
況
を
検
討
す
る
に
際
し
て
の
示
唆
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
周
知
の

よ
う
に
、
我
が
国
の
法
科
大
学
院
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
近
時

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
卒
業
後
の
進
路
先
と
し
て
公
務
員
を
選
ぶ
学
生
が
増
加
し
て
お
り
、
公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家
の
養
成
を
意

識
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
も
あ
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
は
、
臨
床
法
学
教
育

と
し
て
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先
と
し

て
公
的
部
門
が
含
ま
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
こ
の
現
場
実
習
が
公
的
部
門
に
従
事
す
る
法
律
専
門
家
の
養
成
に
重
要
な
役
割
を
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果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家
の
養
成
の
た
め
の
制
度
と
し
て
、
主
に
ア
メ
リ
カ
の

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
（School of Law

, U
niversity of W

ashington

）
の
キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
資
料
提
供
を
受
け
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ

カ
ン
大
学
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
（W

ashington College of Law
, A

m
erican U

niversity

、
以
下
「
Ｗ
Ｃ
Ｌ
」
と
す

る
）
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ラ
バ
ー
ズ
教
授
の
多
大
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
本
稿
の
叙
述
の
多
く
は
同
教
授
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
録
、
講
演
記
録
に
基
づ
い
て
お
り
、
後
述
の
「
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
現
状
」
に
つ
い
て
は
、
主
に
同
教
授
の
勤
務
校

の
Ｗ
Ｃ
Ｌ
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
紹
介
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

二　

ア
メ
リ
カ
の
法
曹
養
成
制
度
の
概
要

（
1
）
司 

法 

試 

験

　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
学
部
レ
ベ
ル
に
法
学
部
が
な
く
、
法
曹
を
志
望
す
る
学
生
は
、
学
部
に
お
い
て
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を

修
了
し
た
後
に
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
三
年
間
法
学
教
育
を
受
け
る
。
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
終
了
し
た
学
生
に
は
、J.D

.

（Juris D
oc-

tor

）
と
い
う
学
位
が
授
与
さ
れ
る
。
法
曹
資
格
は
州
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
各
州
が
司
法
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。
司
法
試
験

は
資
格
試
験
と
さ
れ
、
法
曹
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
備
え
、
高
い
道
徳
心
（good m

oral character

）
を
持
つ
者
で
あ
れ
ば

全
員
合
格
す
る
と
さ
れ
、
合
格
者
数
は
制
限
さ
れ
て
い
な
い
。
最
終
的
に
は
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
修
了
生
の
九
五
％
ほ
ど
の
学
生
が
合
格
す

る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
生
は
、
司
法
試
験
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い

と
思
わ
れ
る
。
司
法
試
験
合
格
後
の
実
務
研
修
は
存
在
し
な
い
。
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
授
業
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
・
メ
ソ
ッ
ド
が
多

く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
臨
床
法
学
教
育
も
実
践
さ
れ
て
お
り
、
学
生
は
こ
の
臨
床
法
学
教
育
を
通
じ
て
実
務
を
経

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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験
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
2
）
授 

業 

料

　

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
授
業
料
は
高
額
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
入
学
当
初
は
法
律
を
学
び
、
公
的
部
門
に
就
職
し
た
い
と
考
え
て
い
た

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
生
が
、
授
業
料
の
ロ
ー
ン
の
返
済
を
考
え
て
、
大
手
の
法
律
事
務
所
へ
の
就
職
を
選
ぶ
こ
と
も
よ
く
あ
る
。
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
の
学
生
は
、
一
般
に
連
邦
政
府
や
州
か
ら
の
奨
学
金
や
ロ
ー
ン
制
度
を
利
用
し
て
い
る
。
連
邦
政
府
は
、
二
〇
〇
七
年
よ
り

ロ
ー
ン
免
除
プ
ロ
グ
ラ
ム
（T

he D
irect Loan Public Service Loan Forgiveness　

Program

）
を
開
始
し
て
い
る
が
、
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
連
邦
政
府
に
検
事
、
ま
た
は
職
員
と
し
て
一
〇
年
間
働
け
ば
、
そ
の
ロ
ー
ン
全
額
が
免
除
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
連

邦
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
比
べ
れ
ば
規
模
が
小
さ
く
、
全
額
免
除
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
同
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
有
し
て
い
る
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
も
あ
る
。

三　

エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
現
状

（
1
）
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的

　

ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
現
在
二
一
〇
校
あ
る
が
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
増
加
し
て
お
り
、

エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
学
生
に
単
位
と
し
て
提
供
し
て
い
る
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
二
〇
〇
六
年
に
は
二
二
校
し
か
な
か
っ
た
が
、
二

〇
〇
九
年
に
は
五
四
校
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
二
年
に
ネ
バ
タ
大
学
の
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
の
学
部
長
が
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
は
多
く
の
目
的
が
あ
り
、
公
的
職

業
倫
理
の
み
な
ら
ず
職
業
倫
理
一
般
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
異
な
る
実
務
分
野
を
探
求
す
る
こ
と
、
内
省
的
法
廷
術

を
会
得
す
る
こ
と
、
文
書
作
成
能
力
及
び
リ
サ
ー
チ
能
力
を
高
め
る
こ
と
、
司
法
や
法
曹
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
自

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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己
評
価
能
力
の
向
上
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
単 

位 

制

　

Ｗ
Ｃ
Ｌ
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
常
勤
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
管
理
し
て
お
り
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
単
位
が
認
め
ら
れ
る
。
学
生
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
一
年
目
が
終
了
し
た
夏
か
ら
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
学
生
が
一
～
三
単
位
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
学
期
の
一
四
週
に
わ
た
っ
て
毎
週
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
時
間
、
一
五
時
間
、
二
〇

時
間
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
一
単
位
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
一
週
一
〇
時
間
で
一
四
週
、
二
単
位
で
あ
れ
ば
一
週
一
五

時
間
一
四
週
、
三
単
位
で
あ
れ
ば
一
週
二
〇
時
間
一
四
週
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
九
週
間
の
夏
学
期
に
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

行
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
時
間
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
学
生
は
、
在
学
中
、
最
大
六
単
位
ま
で
エ
ク
ス

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
履
修
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
学
期
開
始
前
ま
た
は
学
期
終
了
後
に
現
場
実
習
し
た
時
間
に
つ
い
て
も
、
授

業
開
始
日
一
週
間
前
か
ら
、
そ
の
学
期
中
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
単
位
取
得
の
た
め
に
実
習
時
間
を
計
上
し
始
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
授
業
最
終
日
か
ら
一
週
間
後
ま
で
実
習
し
た
時
間
を
単
位
取
得
の
た
め
に
計
上
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

学
生
は
、
同
一
学
期
中
に
二
ヵ
所
以
上
の
受
入
れ
先
に
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
受
入
れ
先
に

利
益
相
反
が
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
る
。
春
学
期
及
び
秋
学
期
に
つ
い
て
は
、
実
習
時
間
が
週
二
〇
時
間
に
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、

複
数
の
受
入
れ
先
に
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
く
こ
と
は
奨
励
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
履
修
中
は
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
学
生
は
、
同
一
の
受
入
れ
先
に
異
な
る
学
期
に
わ
た
っ
て
い
く
こ
と
は
原
則
で
き
な

い
。
但
し
学
生
が
、
同
一
の
受
入
れ
先
に
異
な
る
学
期
に
わ
た
っ
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
実
質
的
に
異
な
る
案
件
ま
た
は
よ
り
専
門
的

な
案
件
を
担
当
で
き
る
こ
と
を
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
オ
フ
ィ
ス
に
文
書
で
示
し
、
承
認
さ
れ
れ
ば
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
10
）
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 （
3
）
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー

　

Ｗ
Ｃ
Ｌ
に
お
い
て
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
履
修
す
る
学
生
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｌ
の
教
員
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
る
か
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
・
セ
ミ
ナ
ー
を
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
は
、
い
く
つ
か
の
点
で
従
来
の
セ
ミ
ナ
ー
と
異

な
る
も
の
で
あ
る
。
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
は
、
経
験
を
通
じ
て
、
ま
た
は
課
題
テ
キ
ス
ト
や
副
教
材
の
学
習
を
通
じ
て
、

内
省
的
学
習
（reflective learning

）
の
促
進
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
は
、

従
来
の
セ
ミ
ナ
ー
と
は
異
な
る
教
育
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
実
習
経
験
か
ら
の
学
習
を
促
進
す
る
た
め
の
日
報
の

作
成
お
よ
び
そ
の
他
の
経
験
を
振
り
返
る
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
で
あ
る
。
ま
た
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
学
生
が
個
別

に
、
ま
た
は
少
人
数
で
講
義
時
間
外
の
セ
ミ
ナ
ー
の
担
当
教
員
の
指
導
監
督
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
出
席
す
る
。
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

実
習
で
の
経
験
に
つ
い
て
教
員
が
学
生
を
指
導
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
教
員
は
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
経
験
に
つ
い

て
様
々
な
事
項
を
議
論
す
る
た
め
に
、
学
生
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
実
習
に
お
け
る
問
題
や

成
功
例
、
目
標
設
定
と
そ
の
達
成
度
に
つ
い
て
の
評
価
、
短
期
的
・
長
期
的
な
法
律
専
門
職
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
展
望
な
ど
の
事
項

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
講
義
時
間
外
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
は
三
単
位
の
講
義

に
つ
い
て
通
常
要
求
さ
れ
る
週
三
時
間
で
は
な
く
週
二
時
間
で
行
わ
れ
る
。

　
「
実
習
経
験
に
つ
い
て
の
日
報
の
執
筆
課
題
は
、
経
験
を
振
返
っ
て
学
ぶ
内
省
的
学
習
を
促
進
す
る
。
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
セ

ミ
ナ
ー
を
担
当
す
る
教
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、
実
習
で
の
経
験
を
振
返
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
日
報
の
提
出
を
毎
週
の
よ
う
に
要
求
す
る
。

教
員
は
そ
れ
を
通
読
し
た
う
え
で
、
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
学
生
に
返
却
す
る
か
、
学
生
が
提
出
し
た
日
報
を
指
導
監
督
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
議
題
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
報
に
つ
い
て
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
。
ま
た
、
多
く
の
学
生
が
提
出
す
る
日
報
で
共

通
の
課
題
が
見
つ
か
れ
ば
、
そ
れ
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
議
論
の
素
材
に
す
る
こ
と
も
あ
る
（
多
く
の
教
員
は
、
学
生
の
日
報
を
そ
の
執
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筆
者
が
セ
ミ
ナ
ー
で
他
の
学
生
に
公
開
す
る
こ
と
に
同
意
し
な
い
限
り
非
公
開
と
し
て
い
る
。）」。

　

学
生
は
、
日
報
の
提
出
に
加
え
、
セ
ミ
ナ
ー
の
主
た
る
テ
ー
マ
に
関
す
る
文
献
を
読
む
こ
と
、
セ
ミ
ナ
ー
で
の
二
〇
～
三
〇
分
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
一
回
以
上
行
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
学
生
は
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先
で
秘
密
情
報
を
扱

う
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
セ
ミ
ナ
ー
で
実
習
経
験
を
議
論
す
る
場
合
に
問
題
と
な
る
の
で
、
セ
ミ
ナ
ー
の
担
当
教
員
は
、
通
常
、

学
生
が
実
習
を
行
っ
た
事
務
所
の
秘
密
保
持
ル
ー
ル
の
範
囲
内
に
セ
ミ
ナ
ー
で
の
議
論
が
収
ま
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。

　

エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
習
に
つ
い
て
の
成
績
評
価
は
合
格
（Pass

）
か
不
合
格
（Fail

）
で
評
価
さ
れ
る
が
、
セ
ミ
ナ
ー
に
つ

い
て
は
Ａ
～
Ｆ
の
成
績
評
価
が
つ
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ス
は
一
般
的
に
は
実
務
家
教
員
が
担
当
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
Ｗ
Ｃ

Ｌ
で
は
多
く
の
研
究
者
教
員
が
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ク
ラ
ス
を
担
当
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ラ
バ
ー
ズ
教
授
は
「
連
邦
政
府
に

お
け
る
行
政
法
」
と
い
う
セ
ミ
ナ
ー
を
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
ラ
バ
ー
ズ
教
授
の
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
受
講
生
を
連
邦
政
府
で
エ
ク

ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
て
い
る
学
生
に
限
定
し
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
、
担
当
教
員
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
ラ
バ
ー
ズ
教
授
の

ク
ラ
ス
で
は
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先
で
の
体
験
し
た
こ
と
や
連
邦
行
政
機
関
で
働
く
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
に
つ
い

て
議
論
し
あ
っ
た
り
、
ま
た
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先
に
お
い
て
、
学
生
に
多
く
の
職
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
、
行
政

法
を
実
際
に
理
解
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

三
単
位
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
を
履
修
済
み
の
学
生
で
あ
れ
ば
、
追
加
的
に
一
単
位
の
上
級
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
・
セ
ミ
ナ
ー
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
一
学
期
で
八
回
の
授
業
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
同
セ
ミ
ナ
ー
も
合
格

か
不
合
格
で
評
価
さ
れ
る
。

（
4
）
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先

　

エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先
は
、
非
営
利
団
体
、
官
公
庁
、
裁
判
所
、
裁
決
機
関
、
法
律
事
務
所
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

（
11
）

（
12
）
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れ
ら
の
受
入
れ
先
は
、
学
生
が
、
弁
護
士
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
実
質
的
に
法
的
な
仕
事
に
従
事
さ
せ
る
こ

と
、
監
督
弁
護
士
が
い
る
場
所
に
実
際
に
所
在
さ
せ
る
こ
と
、
給
与
は
支
払
わ
な
い
こ
と
、
と
い
っ
た
条
件
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
無
報
酬
の
要
件
は
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
（A

m
erican Bar A

ssociation

、
以
下
「
Ａ
Ｂ
Ａ
」
と
す
る
）
に
よ
っ
て
課
さ

れ
た
条
件
で
あ
る
。
法
律
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
大
手
の
多
く
が
行
っ
て
い
る
公
益
奉
仕
活
動
（
プ
ロ
ボ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
）
の
み
に
学

生
は
従
事
で
き
る
。
こ
の
公
益
奉
仕
活
動
と
は
、
弁
護
士
が
依
頼
者
か
ら
報
酬
を
受
け
な
い
で
受
任
す
る
案
件
の
こ
と
を
い
い
、
学
生

も
報
酬
を
得
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
多
く
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
学
生
が
公
益
奉
仕
活
動
以
外
で
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

従
事
し
、
報
酬
を
受
け
取
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
単
位
認
定
は
さ
れ
な
い
。
Ｗ
Ｃ
Ｌ
で
は
、
法
律
事
務
所
で
エ
ク

ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
希
望
す
る
学
生
は
、
事
前
に
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
の
上
、
許
可
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｌ
で
は
、
毎
年
一
月
に
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
一
二
五
以
上
の
分
野
に
わ
た
る
団

体
お
よ
び
行
政
機
関
の
代
表
者
が
出
席
す
る
。
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
フ
ェ
ア
は
、
様
々
な
実
務
領
域
で
働
く
法
律
家
に
接
す
る
こ

と
の
で
き
る
有
益
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
い
る
団
体
や
行
政
機
関
等
は
、
学
生
の
履
歴
書
を
受
け
取
り
、

そ
こ
で
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
面
接
を
行
っ
て
お
り
、
多
く
の
学
生
は
、
こ
の
フ
ェ
ア
を
通
じ
て
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ
先
を
確

保
し
て
い
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
官
公
庁
や
そ
の
他
の
団
体
に
と
っ
て
、
無
料
で
学
生
を
雇
え
る
機
会
で
あ
り
、
人
気
が
高
い
。

　

ま
た
Ｗ
Ｃ
Ｌ
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
オ
フ
ィ
ス
に
は
、
過
去
に
学
生
を
採
用
し
た
官
公
庁
、
団
体
の
リ
ス
ト
の
デ
ー
タ
べ
ー
ス

が
あ
る
。
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先
に
対
す
る
学
生
の
評
価
も
デ
ー
タ
べ
ー
ス
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
学
生
は
、
こ
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
記
載
さ
れ
た
連
絡
先
に
カ
バ
ー
レ
タ
ー
お
よ
び
履
歴
書
を
送

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先
は
デ
ー
タ
べ
ー
ス
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て

（
13
）
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い
な
い
の
で
、
学
生
自
身
で
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先
を
見
つ
け
て
く
る
こ
と
も
奨
励
さ
れ
て
い
る
が
、
単
位
を
取
得
す
る

た
め
に
は
Ｗ
Ｃ
Ｌ
の
ブ
ロ
グ
ラ
ム
の
要
件
に
合
致
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
オ
フ
ィ
ス
で
は
、

エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先
に
つ
い
て
学
生
個
人
に
対
す
る
相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。

（
4
）
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先
の
学
生
の
採
用

　

エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先
の
団
体
や
行
政
機
関
等
は
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
学
生
の
採
用
時
に
希
望
学
生
と
面
接
を

行
う
が
、
当
該
学
生
が
好
印
象
で
、
履
歴
書
が
魅
力
的
な
も
の
あ
れ
ば
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
成
績
は
さ
ほ
ど
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
ま

た
司
法
省
の
よ
う
に
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ
先
と
し
て
人
気
の
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
第
一
志
望
の
官
庁
に
行
け
な
い
こ
と
も

あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
初
め
て
住
む
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
一
年
生
は
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ー
ョ
ナ
ル
な
ど
有
名
な
団
体

で
働
き
た
い
と
思
う
こ
と
が
多
い
が
、
学
生
が
知
ら
な
い
多
く
の
魅
力
的
な
受
入
れ
先
が
存
在
し
て
い
る
。
第
一
志
望
が
無
理
な
場
合

で
も
、
最
終
的
に
は
満
足
で
き
る
受
入
れ
先
が
見
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
多
く
の
政
府
機
関
は
、
学
生
の
応
募
を
受
け
取
っ
て
か
ら
、

当
該
学
生
の
身
元
調
査
に
数
ヶ
月
を
要
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
特
に
、
安
全
保
障
に
関
わ
る
す
べ
て
の
行
政
機
関
、
司
法
省
、
い
く
つ

か
の
国
際
機
関
に
お
い
て
は
顕
著
で
あ
る
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
希
望
者
に
対
し
て
、
カ
バ
ー
レ
タ
ー
や
履
歴
書
の
書
き
方
に
つ

い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
き
め
細
か
な
指
導
が
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
（General Externship M

anual 

2011

）
に
よ
れ
ば
、
送
付
状
は
明
確
か
つ
簡
潔
で
極
め
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
内
容
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
志
望

先
に
関
連
す
る
ス
キ
ル
や
実
務
経
験
を
強
調
す
る
こ
と
が
指
導
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
履
歴
書
に
つ
い
て
も
、
そ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
き
ち

ん
と
整
理
さ
れ
、
読
み
や
す
く
、
視
覚
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
面
接
担
当
者
は
当
該
学
生

が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
か
を
知
り
た
い
と
考
え
る
た
め
、
個
人
的
な
趣
味
や
関
心
事
項
に
つ
い
て
も
忘
れ
ず
に
触
れ
る
必
要
が
あ
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る
と
指
導
さ
れ
て
い
る
。

　

最
近
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
希
望
者
が
増
え
、
そ
の
採
用
の
競
争
率
が
上
が
っ
て
い
る
。
夏
季
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
あ
る

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
以
外
か
ら
も
学
生
が
希
望
し
て
く
る
こ
と
も
あ
り
従
来
か
ら
競
争
が
厳
し
か
っ
た
が
、
春
季
、
秋
季
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
に
あ
る
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
競
争
は
厳
し
く
な
く
、
学
生
は
第
一
志
望
や
第
二
志
望
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
受
入
れ
先
に
容
易
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
現
在
は
、
全
米
の
多
く
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
が
、
学
生
を
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
三
、

四
か
月
の
間
派
遣
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
時
に
は
教
授
と
も
に
派
遣
さ
れ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
ク
ラ
ス
を
開
い
て
い
る
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
も
あ
る
。

（
5
）
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先
の
対
応
と
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ケ
ア

　

エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先
の
官
公
庁
は
、
通
常
学
生
を
暖
か
く
迎
え
入
れ
て
い
る
。
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
学
生
は
弁

護
士
の
よ
う
に
処
遇
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
学
生
か
ら
の
監
督
者
に
対
す
る
評
価
が
大
学
の
デ
ー
タ
べ
ー
ス
に
保
存
さ
れ
、
今
後
エ
ク

ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
希
望
す
る
学
生
が
閲
覧
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
受
入
れ
先
の
官
公
庁
も
、
そ
の
こ
と
も
意
識
し
て
い
る
。
教
員

の
ほ
う
も
、
監
督
者
に
手
紙
を
書
き
、
学
生
の
適
切
な
処
遇
に
つ
い
て
頼
ん
で
い
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
れ
ば
、
監
督
者
は
年
一
回
は
現
場
視
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
同
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
竹
中
俊
子
教
授
に

よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
教
員
が
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
監
督
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
学
生
の
報
告
書
、
担
当
弁
護
士
の
報
告
書
を

み
て
単
位
認
定
を
行
う
が
、
当
該
学
生
と
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
時
折
連
絡
を
取
り
合
う
程
度

で
あ
る
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
な
ど
の
受
入
れ
先
に
赴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
連
邦
公
務
員
の
採
用
試
験

　

ア
メ
リ
カ
で
は
連
邦
公
務
員
の
試
験
は
面
接
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
経
験
は
有
利
な
考
慮
要
因
に
も
な
っ

（
14
）
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て
い
る
。
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
経
験
を
履
歴
書
に
記
載
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
中
の
監
督
者
を
推
薦
者

と
し
て
記
載
す
る
こ
と
も
あ
る
。

四　

連
邦
官
庁
に
お
け
る
法
律
専
門
家
の
役
割

　

Ｗ
Ｃ
Ｌ
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
九
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
全
学
生
の
う
ち
の
一
七
％
が
政
府
職
員
に
な
っ
て
い
る
（
ロ
ー
ク
ラ
ー
ク

や
検
事
、
軍
人
は
除
く
）。
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
最
も
優
秀
な
学
生
は
、
調
査
官
職
（Clerkship

）
や
大
手
法
律
事
務
所
に
就
職
す
る
が
、

現
在
で
は
公
務
員
に
な
る
こ
と
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
優
秀
な
学
生
で
な
け
れ
ば
公
務
員
に
な
る
こ
と
は
難
し

い
。
連
邦
政
府
の
行
政
機
関
は
、
法
律
の
執
行
、
解
釈
、
立
案
等
が
重
要
な
職
務
と
な
っ
て
お
り
、
法
的
素
養
を
有
し
て
い
る
こ
と
は

役
立
つ
。
そ
れ
故
、
連
邦
行
政
機
関
の
管
理
職
公
務
員
の
多
く
が
法
曹
資
格
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
、
連
邦
政
府
内
に
お
い

て
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
但
し
、
ス
ぺ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
あ
る
。
た
と
え
ば
行
政
法
審
判
官
（A

dm
inistrative Law

 Judge

）
で
あ
る
。
社
会
保
険
庁
は
多
く
の
行

政
法
審
判
官
を
採
用
し
て
い
る
が
、
高
額
の
給
料
が
支
払
わ
れ
、
か
つ
定
年
も
な
い
。
連
邦
政
府
の
職
員
に
法
曹
資
格
者
は
多
い
が
、

彼
ら
は
ほ
と
ん
ど
法
廷
に
行
く
こ
と
は
な
く
、
そ
の
勤
務
し
て
い
る
行
政
機
関
の
な
か
で
規
則
制
定
に
従
事
し
た
り
、
法
的
な
助
言
を

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
訴
訟
で
は
司
法
省
の
政
府
弁
護
士
が
対
応
し
て
い
る
。

五　

修
士
課
程
に
お
け
る
教
育

　

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
修
士
課
程
（L.L.M

.

）
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
専
門
分
野
を
修
得
し
た
い
と
考
え
て
い
る
者
が
進
学
し
て
い
る
。

ま
た
ラ
ン
ク
が
あ
ま
り
高
く
な
い
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
出
身
者
が
、
よ
り
高
い
ラ
ン
ク
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
修
士
課
程
に
入
学
し
て
、
修

（
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士
号
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
履
歴
書
を
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
学
生
も
い
る
。
一
般
に
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
の
修
士
課
程
は
、
留
学
生
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
る
。
Ｗ
Ｃ
Ｌ
で
は
、
修
士
課
程
に
「
国
際
法
研
究
（International　

Legal Studies

）」
の
コ
ー
ス
と
「
政
府
の
法
（Law

　

in Governm
ent

）」
と
い
う
コ
ー
ス
が
あ
る
。
前
者
の
コ
ー
ス
は
九
〇
％
が

外
国
人
の
留
学
生
で
あ
る
が
、
後
者
の
コ
ー
ス
に
は
三
〇
％
の
留
学
生
し
か
お
ら
ず
、
残
り
の
学
生
は
ア
メ
リ
カ
人
の
学
生
で
あ
る
。

ま
た
修
士
課
程
に
は
夜
の
ク
ラ
ス
も
あ
り
、
連
邦
政
府
職
員
が
働
き
な
が
ら
学
ん
で
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
連
邦
政
府
が
そ

の
授
業
料
を
負
担
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
学
位
取
得
後
、
よ
り
高
い
給
与
体
系
の
職
員
に
な
り
え
る
。

六　

お 
わ 
り 

に

　

最
後
に
、
今
回
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
特
に
注
目
し
て
お
き
た
い
と
点
と
し
て
、
三
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
公
的
部
門
に
進
む
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
修
了
生
に
対
し
て
、
ロ
ー
ン
免
除
制
度
等
の
経
済
的
支
援
が
設
け
ら
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
支
援
は
、
公
益
活
動
に
従
事
し
た
い
と
考
え
る
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
生
が
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
終
了
後
に
、
公
的
部

門
に
進
む
こ
と
の
環
境
整
備
と
し
て
有
効
な
手
段
と
な
り
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

　

第
二
に
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
で
あ
ろ
う
。
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
希
望
す
る
学
生
に
助
言

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
常
勤
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
先
の
評
価
な
ど
過
去
の
情
報
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
さ
れ
て
い
て
、
閲
覧
可
能
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
学
生
に
と
っ
て
有
益
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家
の
養
成
の
た
め
に
極
め
て
有
益
か
つ
有
意
義
な
も
の
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ラ
バ
ー
ズ
教
授
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
連
邦
政
府
に
お
け
る
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
「
真
に

行
政
法
を
理
解
す
る
た
め
の
機
会
」
と
い
え
る
。
ま
た
Ｗ
Ｃ
Ｌ
で
は
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
単
位
と
し
て
認
め
、
か
つ
現
場
実
習

（
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の
み
な
ら
ず
、
そ
の
現
場
実
習
と
同
時
並
行
の
ク
ラ
ス
を
設
け
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
体
験
等
に
つ
い
て
他
の
受
講
生
や
教
員
と

議
論
し
あ
う
場
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
我
が
国
で
も
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
科
目
と
し
て
設
置
す
る
法
科
大
学

院
も
増
加
し
て
い
る
が
、
夏
に
二
週
間
ほ
ど
の
期
間
で
行
わ
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
っ
て
エ

ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
法
曹
教
育
の
な
か
で
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
位
置
づ
け
の
捉
え
方
の
差
と
い

え
よ
う
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
終
了
し
て
司
法
試
験
に
合
格
し
た
後
に
司
法
修
習
が
な
い
。
ラ
バ
ー
ズ
教
授
に
よ

れ
ば
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
修
了
し
た
学
生
は
法
曹
と
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
法
曹
と
し
て
働
く
準
備
が
十
分
に
で
き
て

い
る
と
は
い
え
な
い
。
Ａ
Ｂ
Ａ
が
一
九
九
二
年
に
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
教
育
に
お
い
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
重
視
す

る
べ
き
で
あ
る
と
の
報
告
書
を
公
表
し
た
こ
と
も
あ
り
、
実
務
教
育
を
行
う
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
増
加
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
が
十
分
な

も
の
に
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
現
在
も
議
論
が
あ
る
。
我
が
国
で
も
近
時
、
法
科
大
学
院
の
修
了
者
の
進
路
先
と
し
て
公
的
部
門

が
注
目
さ
れ
、
国
や
地
方
自
治
体
へ
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
制
度
や
経
験
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

二
〇
一
〇
年
八
月
二
四
日
に
筆
者
が
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
訪
問
し
た
際
、
キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
の
学
部
長
ア
シ
ス
タ
ン

ト
の
ナ
オ
ミ
・
サ
ン
チ
ェ
ズ
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
不
況
の
影
響
で
同
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
修
了
後
、
法
律
事
務
所
に
就
職
す
る
学
生
が
減

少
し
、
公
的
部
門
に
進
む
学
生
が
増
え
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。
二
〇
〇
九
年
の
同
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
就
職
率
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
七

三
名
の
う
ち
、
四
九
％
が
法
律
事
務
所
に
、
二
二
％
が
裁
判
所
の
調
査
官
職
（Clerkship

）
に
、
八
％
が
政
府
関
係
に
、
七
％
が
企
業
に
、

五
％
が
大
学
院
課
程
（Graduate Program

s

）
に
、
四
％
が
軍
関
係
に
、
同
じ
く
四
％
が
公
益
団
体
に
、
一
％
が
研
究
職
に
就
職
し
て
い
る
。

同
氏
に
よ
れ
ば
、
法
律
事
務
所
へ
就
職
率
は
以
前
と
比
べ
て
一
〇
％
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
同
氏
の
今
回
の
調
査
の
協
力
に

記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

Professor of Practice in A
dm

inistrative Law
, W

ashington College of Law
, A

m
erican U

niversity. 

ラ
バ
ー
ズ
教
授
は
、

（
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コ
ー
ネ
ル
大
学
を
卒
業
し
、
シ
カ
ゴ
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
修
了
後
、
連
邦
行
政
機
関
に
お
い
て
勤
務
し
た
経
歴
を
も
つ
。
専
門
は
行
政
法
で

あ
り
、
代
表
的
な
業
績
と
し
て
、A

 Guide to Federal A
gency Rulem

aking (5th ed., A
BA

 Press, 2012)

、Federal A
dm

inistra-
tive Procedure Sourcebook (W

illiam
 Funk, Jeffrey Lubbers, &

 Charles Pou, eds., 4th ed., A
BA

 2008)

、D
evelopm

ents in 
A

dm
inistrative Law

 and Regulatory Practice 1998-2011 (13 volum
es) (Jeffrey Lubbers, eds., A

BA
 Sec. of A

dm
in. L. &

 
Reg.Prac. 2012)

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
ラ
バ
ー
ズ
教
授
の
日
本
に
お
け
る
講
演
録
と
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
学
教
育
」（
天
野
淑
子

訳
）
独
協
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
号
一
〇
四
頁
、「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
入
学
前
の
法
学
準
備
教
育
」（
黒
坂
則
子
訳
）
同
志
社
法

学
六
五
巻
二
号
三
一
一
頁
が
あ
る
。
さ
ら
に
ラ
バ
ー
ズ
教
授
は
、
立
命
館
大
学
法
科
大
学
院
に
お
い
て
客
員
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
ら
れ
た
経

験
が
あ
る
が
、
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
た
著
作
と
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
教
授
か
ら
見
た
日
本
の
法
学
教
育
改
革
」（
坂
田
降
介

訳
・
市
川
正
人
監
訳
）
市
川
正
人
・
徐
勝
編
『
現
代
に
お
け
る
人
権
と
平
和
の
法
的
探
究　

法
の
あ
り
方
と
担
い
手
論
』（
日
本
評
論
社
、
二

〇
一
一
年
）
二
六
七
頁
が
あ
る
。

ラ
バ
ー
ズ
教
授
の
二
〇
一
一
年
七
月
二
四
日
に
同
志
社
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
第
三
部
門
研
究
会
に
お
け
る
講
演
「W

ashington　

Col-
lege of Law

ʼs Externship Program
 Sem

inars Plus Field Placem
ents in Governm

ent and N
on-Profit O

rganizations 

」（
こ

の
講
演
原
稿
の
翻
訳
と
し
て
、「
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
セ
ミ
ナ
ー
と
組
み
合
わ
せ
た
政
府
・
非
営
利
組
織
へ
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
─
ア
メ
リ

カ
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
実
務
教
育
─
」（
近
藤
卓
也
訳
）
臨
床
法
学
セ
ミ
ナ
ー
第
一
二
号
（
二
〇
一
四
年
七
月
公
刊
予
定
）
参
照
）
と
そ

の
講
演
後
の
質
疑
応
答
、
二
〇
一
一
年
一
〇
日
一
一
日
の
Ｗ
Ｃ
Ｌ
で
の
同
校
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ

る
エ
ー
ビ
ス
・
サ
ン
ダ
ー
ズ
氏
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
（
ラ
バ
ー
ズ
教
授
も
同
席
）。
右
記
の
ラ
バ
ー
ズ
教
授
の
講
演
に
つ
い
て
は
、
二
〇

一
二
年
一
二
月
八
日
に
大
阪
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家
」
に
お
け
る
同
教
授
の
講
演
と
内

容
的
に
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
公
共
部
門

に
お
け
る
弁
護
士
養
成
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」（
佐
伯
彰
洋
訳
）
阪
大
法
学
六
三
巻
一
号
二
一
五
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
可
能
な

限
り
こ
の
重
複
を
避
け
て
叙
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
上
の
講
演
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
以
外
に
も
、
筆
者
が
Ｗ
Ｃ
Ｌ
を
訪
問
し
た
際
、
ま

た
ラ
バ
ー
ズ
教
授
が
来
日
し
た
際
、
ラ
バ
ー
ズ
教
授
と
私
的
に
懇
談
す
る
機
会
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
公
的
部
門
に
お
け
る
法
律
専
門
家
の
役

割
に
つ
い
て
多
く
の
教
示
を
頂
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

Ｗ
Ｃ
Ｌ
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｌ
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
（http://w

w
w

.w
cl.am

erican.edu/externship/

）

（
3
）
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に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

柳
田
幸
男=

ダ
ニ
エ
ル
・
フ
ッ
ト
『
ハ
ー
バ
ー
ド　

卓
越
の
叡
智
─
ハ
ー
バ
ー
ド
Ｌ
Ｓ
の
叡
智
に
学
ぶ
─
』（
有
組
閣
、
二
〇
一
〇
年
）

一
五
二
頁
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
生
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
修
了
後
に
司
法
試
験
を
受
験
す
る
が
、「
五
月
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
終
了
後

か
ら
七
月
の
司
法
試
験
ま
で
の
間
に
開
催
さ
れ
る
司
法
試
験
準
備
コ
ー
ス
を
受
講
し
て
短
期
集
中
的
に
受
験
勉
強
を
す
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
」（
大
坂
恵
理
「
ア
メ
リ
カ
の
法
学
教
育
に
お
け
る
マ
ク
レ
イ
ト
・
レ
ポ
ー
ト
の
影
響
」
比
較
法
学
四
〇
巻
二
号
二
一
四
頁
注
（
一
三
六
））。

ア
メ
リ
カ
の
司
法
試
験
は
競
争
試
験
的
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
司
法
試
験
の
重
圧
が
少
な
い
状
況
な
の
で
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
在
学
中
に
、

「
学
生
は
、
法
曹
資
格
取
得
後
に
役
立
つ
、
よ
り
多
様
な
知
識
・
経
験
を
培
え
る
」（
大
坂
・
前
掲
論
文
二
一
三
頁
）
こ
と
が
で
き
る
。

池
田
雅
子
・
河
津
博
史
・
白
木
麗
弥
・
藤
原
靖
夫
「
ア
メ
リ
カ
の
法
曹
養
成
制
度
」
法
曹
養
成
対
策
室
報
五
号
四
三
頁
。

ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
生
へ
の
経
済
支
援
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
池
田
他
・
前
掲
注
（
7
）
四
九
─
五
一
頁
参
照
。

ラ
バ
ー
ズ
教
授
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
労

働
に
対
し
て
無
報
酬
で
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
単
位
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
の
対
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
労
働
に
対
し
て
報
酬
が
支
払
わ

れ
る
が
単
位
は
認
め
ら
れ
な
い
。
い
く
つ
か
の
連
邦
の
行
政
機
関
は
、
夏
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
受
け
皿
は

多
く
な
く
、
学
生
の
人
気
は
高
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Richard J. M
organ, Students E

njoy E
xperiential Learning T

hrough E
xternships, 10 N

EV
A

D
A

 LA
W

Y
ER 14 (Janu-

ary 2002).

こ
の
日
報
に
つ
い
て
の
叙
述
は
、
近
藤
訳
・
前
掲
注
（
3
）
の
訳
文
に
依
っ
た
（
近
藤
氏
か
ら
翻
訳
原
稿
を
頂
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表

し
た
い
）。

他
に
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
Ｗ
Ｃ
Ｌ
の
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
は
、
環
境
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
セ

ミ
ナ
ー
（Environm

ental A
dvocacy Externship Sem

inar

）、
法
実
務
検
討
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
（Reflecting on Le-
gal Practice Externship Sem

inar

）、
司
法
と
訴
訟
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
（Judicial &

 Litigation Externship Sem
i-

nar

）、
政
府
お
よ
び
公
益
法
律
業
務
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
（Governm

ent &
 Public Interest Law

yering Externship 
Sem

inar

）
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
す
で
に
三
単
位
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
を
履
修
し
た
学
生
用
に
、
上
級
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）
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プ
・
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（A

dvanced Externship Supervision

）
と
い
う
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
る
。

See, Interpretation305-3, A
BA

 Standards for A
pproval of Law

 Schools 2013-2014.

二
〇
〇
五
年
一
二
月
三
日
法
科
大
学
院
協
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
法
科
大
学
院
に
お
け
る
臨
床
系
教
育
」
に
お
け
る
発
言
。
同
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
記
録
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w

.congre.co.jp/law
schoolpartnership/2007suisin_prog/pdf/sym

po_lc20051203.pdf

参

照
。

ラ
バ
ー
ズ
教
授
に
よ
れ
ば
、
一
七
％
と
い
う
数
字
は
、
他
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
公
務
員
に
な
る
割
合
よ
り
も
高
い
と
い
え
る
が
、
Ｗ
Ｃ
Ｌ

が
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
初
か
ら
連
邦
政
府
で
働
き
た
い
と
希
望
を
も
っ
た
学
生
が
Ｗ
Ｃ
Ｌ
を
選
ん
で
入
学
し
て
く
る
こ
と

が
多
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

中
網
栄
美
子
「
米
国
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
就
職
事
情
に
つ
い
て
」
法
曹
養
成
対
策
室
報
二
号
七
七
頁
は
、
我
が
国
の
法
科
大
学
院
に
お
い

て
も
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
や
キ
ャ
リ
ア
関
係
の
デ
ー
タ
の
収
集
、
分

析
、
公
開
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
Ａ
Ｂ
Ａ
の
「
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
及
び
法
律
専
門
職
に
関
す
る
委
員
会
（T

ask Force on Law
 Schools and the Profes-

sion

）」
が
作
成
、
公
表
し
た
四
〇
〇
頁
を
超
え
る
報
告
書
で
あ
り
、
そ
の
指
導
的
執
筆
者
に
ち
な
ん
で
「
マ
ク
レ
イ
ト
・
レ
ポ
ー
ト
（T

he 
M

cCrate Report

）」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
マ
ク
レ
イ
ト
・
レ
ポ
ー
ト
の
翻
訳
と
し
て
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
編
・
宮
澤
節
生=

大

坂
恵
理
訳
『
法
学
教
育
改
革
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
─
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
マ
ク
レ
イ
ト
・
レ
ポ
ー
ト
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。

ま
た
マ
ク
レ
イ
ト
・
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
過
程
や
マ
ク
レ
イ
ト
・
レ
ポ
ー
ト
の
影
響
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
大
坂
・
前
掲
注
（
6
）
参
照
。
マ

ク
レ
イ
ト
・
レ
ポ
ー
ト
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
生
に
対
す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
実
践
教

育
の
重
要
性
を
説
い
て
お
り
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
リ
ー
ガ
ル
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
・
拡
大
を
も
た

ら
す
に
あ
た
っ
て
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

佐
々
木
毅
「
法
曹
養
成
を
め
ぐ
る
諸
問
題
─
法
科
大
学
院
問
題
を
中
心
に
し
て
─
」
學
士
會
会
報
九
〇
六
号
八
頁
は
、「
省
庁
な
ど
の
国

家
機
関
や
地
方
自
治
体
で
も
、
法
曹
需
要
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
で
は
地
方
分
権
な
改
革
に
伴
っ
て
独
自
の
条
例
の
制
定
が
増
え

て
い
ま
す
し
、
情
報
公
開
制
度
の
浸
透
や
住
民
の
権
利
意
識
の
変
化
に
伴
い
、
法
的
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
場
面
が
増
え
て
い
ま
す
。
福
祉
や
学

校
教
育
に
関
わ
る
部
署
、
児
童
虐
待
に
対
応
す
る
部
署
な
ど
で
も
、
法
曹
有
資
格
者
の
配
置
は
ま
す
ま
す
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
」
と
指
摘
し

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）
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て
い
る
。

調
査
・
集
計
（
川
嶋
四
朗
）「
全
国
法
科
大
学
院
『
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
』
実
施
状
況
調
査
結
果
の
概
要
」
法
曹
養
成
と
臨
床
教
育
四

号
一
六
一
頁
参
照
。

（
19
）




